
マスター タイトルの書式設定

副業300万円以下雑所得問題

0



マスター タイトルの書式設定法令解釈通達の改正（雑所得の例⽰等）のパブコメ

11出典︓https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=410040064&Mode=0



マスター タイトルの書式設定新旧対照表

22出典︓https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=410040064&Mode=0

事業所得と業務に係る雑所得の判定は、その所得を得るための活動が、社会通念上事業と称するに⾄る程度で⾏っ
ているかどうかで判定するのであるが、その所得がその者の主たる所得でなく、かつ、その所得に係る収⼊⾦額が300
万円を超えない場合には、特に反証のない限り、業務に係る雑所得と取り扱って差し⽀えない。



マスター タイトルの書式設定事業所得と雑所得との違い（国税庁より）

33

○ 事業所得については、
・ ⻘⾊申告を選択して税制上の恩典を受けること
・ 純損失について、損益通算・繰越控除の対象とされていること
・ 資産損失や貸倒引当⾦を必要経費とすること
・ 帳簿を記帳する義務があること
業務に係る雑所得については、

・ ⻘⾊申告を選択することができないこと
・ 純損失について雑所得内でしか通算できないこと
・ 資産損失について雑所得の範囲内でしか計上できないこと
・ 帳簿を記帳する義務がないこと
などに違いがあります。

○ なお、持続化給付⾦などの補助⾦の⽀給については、所管す
る省庁にお尋ねください。


